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・準偏が整ったAさんは早速自転車に乗り、市役所に向かいました。しかし、
川にさしかかった時、橋が壊れていて、向こう岸にある市役所へ行くことが

出来ないと判断しました。あなたなら、どうしますか？

・ところが幸いなことに、壊れていない別の橋を見つけました。Aさんはその
橋を渡り市役所へと急ぎました。そこでAさんは、家屋が困壊し、火災が発生

して、負傷者がいるのを発見しました。あなたなら、どうしますか？

出 fl

こ
の
た
び
旧
区
役
所
避
難
所
の
資
料
が
当
資
料
室
に
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
提
供
し
て
く
れ
た
の
は
、
当
時
リ
ー
ダ
ー
を
さ
れ

て
い
て
、
現
在
、
東
尻
池
仮
設
住
宅
に
居
ら
れ
る
西
田
弘
明
さ

ん
（
六
四
オ
）
で
す
。

西
田
さ
ん
は
震
災
の
日
に
は
、
奥
さ
ん
と
加
古
川
へ
行

っ
て

い
た
が
、
タ
ク
シ

ー
で
6
時
間
か
け
て
長
田
区
へ
帰
っ
た
が
、

家
は
す
で
に
焼
け
て
し
ま
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

資
料
に
は
住
民
集
会
の
チ
ラ
シ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く

れ
て
い
た
少
林
寺
拳
法
連
盟
の
皆
さ
ん
の
手
紙
や
は
げ
ま
し
の

絵
、
そ
し
て
炊
き
出
し
の
写
真
な
ど
約
五

0
点
で
す
。

旧
区
役
所
避
難
所
は
最
大
時
八
六

0
人
が
生
活
を
さ
れ
て
い

て
、
八
月
二

0
日
に
待
機
所
と
な
り
、
今
年
四
月

一
五
日
に
閉

鎖
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
建
物
も
近
々
解
体
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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口

提
供
は
リ
ー
ダ
ー
の
西
田
弘
明
さ
ん

第
18
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
小
田
原
市
の
職

員
情
報
誌
「
え
れ
ん
な

•
3
9

」
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
具
体
的
な
設
問
で
す
が
、
あ
な
た
な

ら
ど
う
さ
れ
ま
す
か
？
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今
フ年も防災の日がやってきます。大地震の発生が心配されてい

る今、もしも地震が発生した揚合に、あなたが市職員としてとる

べき行動を改めて者えてみましょう。

次の4つの質問は大地震発生時に市内に在住の職員Aさんが市役所に参集

するまでに遭遇するであろう状況を記したものです。

これらの状況に対してあなたならどのように対応するのかAさんと一緒に

者えながら市役所までだどり着いてください。

•平成 9 年 8 月 31 日、日曜日、午後 5時に大地震が発生しました。 Aさん（配偏職
員以外の識員）は市役所に行かなければならないと思いましたが、自主登庁する時

の基準はどのようなものでしょうか？

・Aさんは家族の安否を確認したので、市役所に向かう準備を始めましだ。その時、

あなたなら同を持っていきますか？

ようやく市役所にたどり着きました。次の3つの質問はAさんが応急活動

で遭遇するであろう状況を記したものです。

これらの黄問について、あなたなら、どのように対応しますか？

・Aさんは係員ですが、 Aさんの課ではまだAさん 1人しか参集していません。しか
も所属長も係長もしばらく登庁できない状況であるとの連絡がありました。あなた

なら、ます何から始めますか？

・市役所は電話が比較的早く復旧するので、課内に5台ある電話がすべて鳴り始めま
した。そこでAさんは他課に応援を求めようとしています。あなたならとのように

対応しますか？

・Aさんが1本の電話を取ると、親戚の安否を教えて欲しいとのことです。 Aさんは

電話をタライ回ししてはいけないと判断したうえで、対応しましだ。

あなたなら、どのように対応しますか。

ようやく、所属長や係員も登庁してきました。市民からの問い合わせ

に対する対応や応急対策の実施もスムーズに行われることでしょう。
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避
難
所
の

汗
ば
む
陽
気
の
十
月
二
十
三
日
昼
に
鳥
取
県
の

船
岡
小
学
校
五
年
生
三
十
五
名
が
長
田
区
の
二
葉

小
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。
小
学
生
と

一
緒
に
戦
時

中
疎
開
し
た
経
験
の
あ
る
六
十
二
歳
の
卒
業
生
の

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
震
災
体
験
交
流
集
会
は
、
阪
神
大
震
災
で

船
岡
町
か
ら
炊
き
出
し
や
義
援
金
が
届
い
た
の
を

き
っ
か
け
に
交
流
の
機
運
が
盛
り
上
が
り
、
今
年

六
月
、
二
葉
小
が
船
岡
小
を
訪
問
し
た
の
に
引
き

続
き
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

二
葉
小
と
船
岡
小
の
出
会
い
は
五
十
年
前
に
さ

か
の
ぼ
る
。
太
平
洋
戦
争
が
敗
色
濃
く
な
っ
て
き

た
昭
和
十
九
年
九
月
か
ら
二
葉
国
民
学
校
の
児
童

が
船
岡
国
民
学
校
へ
疎
開
を
し
て
い
た
経
過
が
あ

り
ま
す
。

学
童
集
団
疎
開
を
し
て
い
た
山
本
喜
代
治
さ
ん

（
六
十
二
歳
・当
時
駒
ケ
林

一
丁
目
在
住
）
は
「
昭

和
十
九
年
九
月
か
ら
、

一
年
ニ
ヶ
月
間
、
当
時
の

い
交
流
を
深
め
た
後
、
仮
設
住
宅
、
仮
設
店
舗
等

が
並
ぶ
商
店
街
を
見
学
し
ま
し
た
。

二
葉
小
の
校
長
先
生
は
、
「
こ
の
学
校
に
は
、

地
域
型
仮
設
住
宅
で
生
活
し
て
い
る
子
供
た
ち
ゃ

火
災
で
焼
け
出
さ
れ
た
子
供
も
多
く
、
学
校
で
子

供
た
ち
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
地
域
へ
発
信
す
る

こ
と
が
、
暮
ら
し
と
心
の
復
興
に
つ
な
が
っ
て
い

船
岡
村
で
暮
ら
し
ま
し
た
。
最
初
は
学
校
の
裏
側

の
旅
館
で
寝
起
き
し
た
が
、
そ
の
後
お
寺
へ
移
り

船
岡
国
民
学
校
で
勉
強
を
し
た
」
と
の
こ
と
で
す
。

J
R
新
長
田
駅
南
の
方
面
に
あ
る
二
菓
小
の
校

区
は
、
大
正
筋
商
店
街
が
大
火
に
見
舞
わ
れ
て
民

家
や
商
店
が
焼
失
。
震
災
二
日
後
、
船
岡
町
か
ら

わ
ざ
わ
ざ
駆
け
つ
け
、

二
葉
小
で
ブ
タ
汁
の
炊
き

出
し
と
町
民
が
カ
ン
パ
し
た
義
援
金
約
二
百
万
円

も
届
い
た
。
二
葉
小
は
、
避
難
所
と
な
り
、
最
大

時
に
は
避
難
者
が
四
千
五
百
人

・
就
寝
者
八
百
人

と
多
数
の
被
災
者
が
利
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
震

災
時
約
三
百
八
十
人
い
た
生
徒
が
二
百
八
十
人
に

減

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
二
葉
小
で
は
お
礼
と
自

然
体
験
学
習
を
兼
ね
て
今
年
六
月
、

二
葉
小
の
五

年
生
五
十
二
名
が
鳥
取
県
八
頭
郡
船
岡
町
の
船
岡

小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、

二
葉
小
で
子
供
た
ち
は
、

学
童
疎
開

者
の
話
を
聞
い
た
り
、
震
災
時
の
体
験
を
語
り
あ

く
こ
と
に
な
る
の
で
は
：
・

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

船
岡
小
の
中
塚
君
は
「
火
事
等
で
壊
滅
的
な
街

の
様
子
を
テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
が
、
こ
こ
が
そ
の

場
所
で
あ
る
と
は
今
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
」
と

復
興
ぶ
り
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
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」
と
交
流
の
成
果
に

t鳥
取
の
小
学
生
が

一
葉
小
学
校
訪
問
｛

学
童
疎
開

．
 
震
災
が
縁
で
交
硫


